




















































































































差 0.25 0.25 0.00 0.50 －0.62 0.33 0.58 0.13 0.50





















差 0.12 0.00 0.13 0.38 1.00 0.37 0.33 －0.37
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識は、本講座期間中に低下して、「自分でやり遂げよう」という意識が高まる方
向に変化したと捉えられるかもしれない。この変化は自分一人で抱え込み窮地
に陥る危険性を高める方向の変化と捉える余地もある。だが元々自己効力感に
乏しく無気力だった状態から、他者から評価を受けることによって、ささやか
でも成功体験を味わい、「自分でやってみよう」という意欲を高めたのだとす
れば、「人には頼りたくない」という意識が高まっても問題とは言えないこと
になる。
５．考察
　今回のクラウニング講座における質問紙調査から、26項目中16項目で望まし
い方向の変化が見られ、逆に好ましい方向への変化とは言えない結果を見せた
質問項目は多く見積もっても７項目までに留まり、また変化した数値も僅かで
あった。一方、本講座の影響を受けにくいものとして、集中力の向上や、易怒
性を低減しコントロールすること、あるいは困っている人を助けようとする愛
他性が挙げられるだろう。
　クラウニング講座では、リラックスして弱みを見せたり、自由な発想のもと
に率直な意見を述べたりすることが奨励される。通常の社会生活でも、就労時
に多少の無理を強いられるとしても、身近な人たちとありのままの自分を率直
に開示したほうが、親密な関係を形成して適切な援助を受ける機会も得やすい
だろうし、そのことが社会的に孤立して追い込まれたあげくに罪を犯すことを
防ぐ方向に繫がると考えられる。
　なおクラウニング講座を通常の受刑生活や出所後の社会内処遇の場へと整合
的に繫いでいくため、当センターにおいても、その場の状況に応じて適切な自
己主張が可能になる方向へとスキルアップを図るべく、引き続き受講すること
の多いソーシャルスキルトレーニングやアサーティブトレーニングの講座へと
発展させる試みが行われている。本講座が特化ユニット受刑者に精神的安定や
自己開示性の向上をもたらしているのだとすれば、これら発展的講座へ橋渡し
するものとして、一定の成果を上げていると言うことができる。
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